
 
 

PRESS RELEASE 

日本貿易振興機構（JETRO）、LUXINNOVATION、ルクセンブルク商工会議所と 

クロスボーダービジネスの促進に向けた協力覚書を締結 

 

ルクセンブルク– 2022 年 10 月 3 日（月）– 日本貿易振興機構（JETRO）は、Luxinnovation、ルク

センブルク商工会議所のそれぞれの機関と、協力覚書（MOC）を締結しました。今回の覚書は、日・

ルクセンブルク間のクロスボーダービジネスの促進と、投資機会の拡大に向けた協力の枠組みを構築

するもので、今後 3 機関は具体的な取り組みを進めていきます。本 MOC の署名は、ルクセンブルクの

フランツ・ファイヨ経済大臣と奥山爾朗駐ルクセンブルク日本国特命全権大使の立ち合いの下で行わ

れました。 

 

JETRO は、ルクセンブルクの投資誘致・イノベーション促進を担う Luxinnovation、同国最大の経済

団体であるルクセンブルク商工会議所と緊密に連携し、両国企業のルクセンブルク、日本それぞれで

のビジネス展開と投資を支援していきます。 

 

ルクセンブルクは、国際的な金融機関およびフィンテック企業の集積地として確固たる地位を確立し

ていますが、ビジネスフレンドリーな投資環境を整え、ダイナミックなビジネスのエコシステムを構

築することで、近年は ICT、サイバーセキュリティ、宇宙産業の集積が進み、日本企業にとっても欧州

の拠点を検討する際の魅力的な選択肢の一つになっています。翻って日本は、超高齢化、生産性の低

下、都市部と地方の経済格差などの課題を抱える「課題先進国」とも言われていますが、それらはデ

ジタル技術活用によるソリューションを用いた社会課題解決型の事業創出の機会にも繋がり、ルクセ

ンブルク企業にとっても多くの可能性を有した市場と言えます。 

 

こうした背景から、JETRO は今般、Luxinnovation およびルクセンブルク商工会議所とそれぞれ協力

覚書を締結するに至りました。MOC を通じた協力関係の構築によって、経済・産業情報の交換、ビジ

ネスイベントの共同開催、両国企業への共同支援の他、広報協力や第三国での協力などが予定されて

います。また、今回の MOC では、社会・産業へのインパクトをもたらす、日・ルクセンブルク企業間

のオープンイノベーションの促進での連携にも合意しており、両国企業の競争力の一層の強化を目指

しています。 

 

JETRO とルクセンブルク商工会議所の MOC では、特にルクセンブルク企業の日本への輸出拡大およ

び日本市場への参入を、Luxinnovation との MOC では、日本企業のルクセンブルクへの進出および同

国を通じた欧州市場への展開を、それぞれ目的として取り組むこととしています。 
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今回の MOC 締結を受けて、ルクセンブルクのフランツ・ファイヨ経済大臣は「日本とルクセンブルク

は、相互理解と共通の価値観と利益に基づき、常に良好な関係を続けてきました。2017 年のアンリ大

公殿下の来日は、両国の関係にとって重要な節目となりましたが、2025 年に開催される大阪・関西万

博もまた大きな意義を持つでしょう。それに向けて、我々は二国間の経済交流をさらに強化したいと

考えており、本日署名された 2 つの MOC は、両国の貿易・投資の活性化に寄与するものと確信してい

ます。JETRO、ルクセンブルク商工会議所、Luxinnovation に祝意を申し上げるとともに、ここから

多くの連携が生まれることを期待しています。ルクセンブルクにとっては、日本のような志を同じく

する国と力を合わせ、気候変動やエネルギー危機といった今日の課題に対して、革新的な解決策をと

もに見出すことが、これまで以上に重要になっています」とコメントしました。 

また、本日署名をした 3 団体の代表は、それぞれ以下のように述べています： 

 

「この MOC の調印は、日本とルクセンブルクの素晴らしい経済関係をさらに深める確固たる基盤を築

くものであり、両国が数十年に渡って維持してきた伝統的な互恵関係を、より強固なものにするもの

です。ルクセンブルク企業は、様々な最先端分野で、多くを日本に提供でき、この合意によって、日

本とのビジネスを希望する我が国企業に新たな機会がもたらされることを嬉しく思います。」 

-ルクセンブルク商工会議所 事務局長 カルロ・テレン 

 

「JETRO との MOC を通じて、既に強固な二国間のビジネス関係をさらに強化することに貢献できる

ことは、Luxinnovation にとって大変光栄なことです。ルクセンブルクは、開かれた経済を有し、欧

州の中央かつ EU の二大市場であるフランス・ドイツに近接した地理的な優位性を誇るとともに、EU

の中でも最も国際化された国民を抱えており、日本企業に対して多くの魅力を提供できます。その観

点から、日本企業が欧州でビジネスを展開する際に、ルクセンブルクが自然な選択肢となることを期

待しています。Luxinnovation のチームは、我が国のエコシステムに関心を示し、進出を希望する革

新的な日本企業を全力で支援することをお約束します。」 

-Luxinnovation CEO サーシャ・ベイリー 

 

「Luxinnovation、ルクセンブルク商工会議所という、ビジネスの円滑化・加速化に非常に重要な役割

を果たしている 2 つの機関と本日 MOC を締結できたことを大変喜ばしく思います。ルクセンブルクの

産業エコシステムは、欧州におけるイノベーションの最前線に立っています。今回の MOC を通じ、

日・ルクセンブルク企業間の連携およびイノベーションが促進されると確信するとともに、両国間の

貿易・投資が力強く発展することを期待しています。」 

-JETRO ブリュッセル事務所長 山崎 琢矢  

 

 

Contact: Marco Eischen | Director Marketing & Communication | marco.eischen@luxinnovation.lu | T +352 43 62 63-665 
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Luxinnovation について 

ルクセンブルク政府傘下のイノベーション機関。持続可能で競争力のあるデジタル経済の発展に向けて、イノベーションの機会

を特定し、共同のイノベーション・プロジェクトを促すことで、企業に明日の社会に備えたイノベーションを起こす力を与える

とともに、経済全体の発展に寄与することを目指す。経済利益団体として設立され、経済省、高等教育・研究省、ルクセンブル

ク商工会議所、ルクセンブルク熟練工商工会議所、ルクセンブルク産業連合（FEDIL）からの支援を得ている。

www.luxinnovation.lu 

 

ルクセンブルク商工会議所について 

ルクセンブルクにおける企業の設立、ビジネス開発、国際展開を支援する機関で、公的かつ独立した代弁者として企業の利益を

擁護。会員企業数は 9 万社を超え、雇用の 75％、GDP の 80％を占める。工芸・農業を除く全企業が所属しており、その活動

や立場を通して、会員企業の集団的利益に貢献することを目指している。会員企業全体の利益が損なわれない限りにおいて、セ

クターの利益も考慮している。www.cc.lu 

 

日本貿易振興機構（JETRO）について 

経済産業省所管の独立行政法人。1958 年設立。70 カ所を超える海外事務所ならびに約 50 の国内拠点から成る国内外ネットワ

ークをフルに活用し、対日投資の促進、中小企業・スタートアップの海外展開支援に機動的かつ効率的に取り組むとともに、調

査や研究を通じ企業活動や通商政策に貢献している。https://www.jetro.go.jp/ 
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